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表紙デザイン

比嘉知念セルヒオホセ敏広

（国立琉球大学法文学部科目等履修生）
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ア

沖縄県海外留学生受入事業は、 北米及び

『海外移住者子弟留学生』『ボリビア

対象とする『アジア諸国等海外

の な人材を受け入れ、

して沖縄への

とを目的としております。

1 5 年度は、 国立琉球大学に海外

術大学に海外移住

を深め、

のかけ橋となることを期待しており

この

゜

と

3 -曰 ヽ

1 名の合計 2 1 名を受け入れまし 1'-0

の皆さんがこの貴重な体験を生かし、

は、 留学生が本県での留学を通し

とめたものです。 この小冊

となれば幸いです。

りに、 この一 年間、 留学生をサポ ー トしてい

校及び関係各位に対し心から

との

る沖縄県

』、

8
 

つ

及び東南アジ

りま l o 

とともに、 県民との

の

の

申し

人

と日本 ・ 沖

• V 化

きまし

者子弟を対象と

に寄与してい

びアジア諸国等海外

ボリビア移住

との

る

・ 県

の

る

交加 滋

／
＼
 

な意見 。感

ついての

術大

゜
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1 5年度沖縄県海外留学生名簿

ー （国立琉球大学 8名）

氏 名 （居住地） 内修学先

新垣セスリョウ

SETH RYO 

ARAKAKI 

アメリカ（ハワイ）

HAWAII、 U.S.A.

国立琉球大学

（日

科目

囁 日本事情）

DWIGHT KOH 

ヵ （トロント）

TORONTO、

CANADA 

国

瘍 日本事情）

科目

アンジクリスティ ペルー （リマ）

LIMA、 PERU

OSHIRO ARAGAKI 

国立琉球大学

共通教育等（日

科目等履修生

． 日

稲福スエカリ

CARINA SUE 

INAFUKO 

ブラジル

（サンパウロ）

SAO PAULO、

BRASIL 

国立琉球大学

共通教育等（日

科目等履修生

• 日

上地勝レナット

RENATO MASSARD 

UECHI 

ブラジル

（クリ ティ

CURITIBA、

BRASIL 

国立琉球大学

（日 鴨 日

仲村オロスコ

リカルド

RlCARDO IGYOSHI 

メキシコ

（ネサウアルコヨ）

NEZAHUALCOYOTL 

NA応凶iURA OROZCO I MEXICO 

褐 日



2 

ペトウラ アルゼンチン

セシリアエステファニア 1（プエノスアイレス） I 国立琉球大学

ESTEF ANIA PETULLA 

知念

SERGIO JOSE 

エクトルロレンソ

HECTOR LORENZO 

IGEI CHINEY 

利代子シモ

SIMONE RlYOKO 

ZAKABI 

パメラカロリナ

PAMELA CAROLINA 

OSHIRO 

BUENOS 

ARGENTINA 

Iボリビア

（サンタクルス）

SANTA 

3 ） 

PERU 

ラジル

（サンパウロ）

SAO PAULO、

BRASIL 

ン

BUENOS AIRES、

ARGENTINA 

（日

（日

憑 日

翁日

科目



3 アジア諸国等海外留学生（国立琉球大学 9名）

氏

タンソクピン

コ チュ ー ホイ

KO H CHEW HOOI 

アウリアアドリアニ

AULIA ADRIANI 

ラ ー ワン

謝福台

XIE FUTAI 

（居住地）

シンガポール

（セントラル）

CEN TR A L、

SING APORE 

マレー シア

I
（セランゴール）

SELANGOR 、

MAL AYSIA 

インドネシア

| （ジャカルタ）

JAK ARTA 、

JNDONESIA 

タイ

（バンコク）

BANGKOK 、

TH AILAND 

（台北県）

TAJ.WAN 

台湾（台中

TAIWAN 

県内修学先

共通教育等（日 ・日本事情）

科目

科目

（日 ・日本事情）

国立琉球大学

（日本語・日

科目

国立琉球大学大学院

人文社会科学研究科

国際言語文化専攻

東洋文化専攻研究生



氏 名 出身国（居住地） 県内修学先

国欣 中華人民共和国 国立琉球大学

教育学部学校心理学専修研究生

CHINA 

麗峰 中華人民共和国

ZHANG LIFENG 医学部免疫学分野研究生

CHINA 

修熙 （京畿道）

KOREA 



目

◇海外移住者子弟 (1 1名）

◇Kenp i '03,..__, '04 

◇日本語で話しよう！

◇懐かしい沖縄

◇
“ARiGATO UTi 

◇平成1 5 

◇沖縄でのすばらしし

◇沖縄

の実現

1 5 

◇忘れられない経験

の旅

99 

新垣セスリョウ

籐田ドゥワイト

アンジ クリスティ

スエ カリ

上地勝レナット

仲村オロスコ リカルド

ペトウラ セシリア エステファニ

知念セルヒオホセ

知念エクトルロレンソ

座嘉比利代子シモ

大城パメラカロリ

ジア

の

沖縄の

沖縄

私と

(9名）

りましょう ン ソクピン

コ ー チュ ー

ウリアアドリアニ

ラー ワン ， タノンタ

ー

ジットの

張
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惹

ダで フランス 、 いろん もあり

＼閲屈におるの g ～ヽ ‘

でした。そ 取り しか分かり せん し り いIと 「-‘一

ーで待っ ＜ さい」と は飼し と同じぐらいでし り いつも

ょっと恥ずかしかっ ゜ ら、 日 日 る ャンス ったの 、 日

<
',-

とに決めまし

カナ 出た日 と氷が残ってい の

ベ、 ナ/ 0 ヵシつ ので、 ら せん

っと出発の一日前 ら ばなり せん した。 汎で、 って告il八

し した。

ときに、 空港に到着して3 0 

も、 だれも来ませんでし

したが、 自分の名前と空港し

「日 つVヽ

つ

緊張しまし

日

と思いました。 プレイスメントテストはぜんぜんだめでした。

入って、 先生は日本語だけで教えていたのに、 とても分かり

し

＜
 

日本語か詰せるよっにならないと e 珀 零」

ったときは、 ちょっと

り前だ！私はどうしよう」

した。初級クラスに

です。

四ヶ月が しようと

\[ ＼ 

/
＼
 

＇
も

コ＜ 

、

た

と

し

し

ヽf2
 

し

ので、 日 してい ヽっ うしよう

r
3
 



ま ら、 日 をうまく言えないと変な人だと思われま ヽでいるときは、 日本人

で つしました。 そ うしたら、 はっきり 人だと分かり 。 その後で、 日 を使った

ら、 みんなもう少しや さしく話しま

1 1月に琉大病院に入院しました。母はとても心配して沖縄に来ました。そのとき母の日本語

聞いて、 とても不思議な感じがしました。 母はカナ ダでたまに日本語を使いますから、母の日

は慣れていました。 でも、 8ヶ月沖縄で日本語を勉強して、 初めて母の日本語が分か

して、 やっと親戚とも話すことができまし

に県費留学生は琉大のス に参

加しまし 1 に先生と ＜ で一生懸命が

ん りまし そし ヽ ス をもら

し＼ した。

この一年間、日 っと最初から最

で、 ち めにがんばり し

先生の かげで日 る う なり

し

ラス

4 -
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こ が う し く い ろ ん な が

つ ］こ よ y) 時「田 が り か っ た ゜ の ヽ っ り 、 流大での

強 し り 、 世界 中 の と そ ん り 、 つ り

沖縄の文化や歴史 知 っ た り 、 民の暖かい心に ヽ し く

て 当 あ っ と う に り し

の

く て こ ま り ま し ヽ 作 る こ と が し

が 、

つ っ た

と v ヽ ヵ>

の あ い

折 り 紙、

で

た。 ア 、 ‘ ‘ な の

強 な り と も う れ し く り

こ ん ブ ジルヘ帰 っ ら に頑 り

く 、 こ と を

し て 、 い ろ ん な の 人

ま た っ て い る

キ/ー1......0 

で き て 毎 日 世 の

い と 思 っ て い

え た い

分 も い い人 に な っ た と 思い

I1
 

キ
↑ヽ

が 、 そ

っ て い

を 起 こ し

゜

こ と ヵゞ
k

つ し

と
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イ中村 オロ入］ リ 加 印 漬 （パ ッコ ）

馴 紅｀い 翌心志はあ翌人 lギ ぅ 鴨亀 印 人 こ‘ヽす。 峠 ① 父 l
メ やI.] に 乃ボき し た 。 父 I t 'a=-た □ 中 糸亀 に 芙た こ ℃が‘闊） ませ人 。 乞しこ 、
蒻 江 訊 。 釉 は3 世 こ‘‘籾｀ミ 翡 か｀メ汽 ：：：／ュ人 吐 り で‘ 半分 凸／コ 人 、 学分 ウ チ ナ ー 、／
叶。 私 ① お じ｀

l噂 lゎ メ知／コ に 移 住 に 加＼ い乍屯 ぅ 叩 鱈亀 に リ 贔） た い t 言っ て
じ 主 し十：：： カ‘： パ／ュ て‘ヽ 亡 くかl 却しナニ ① こ‘‘ \ ； 鱈亀 に 一度主 賛う こ又 が｀ こで環せい こ し
た 。 だか が お じ‘ い さ人 し 父 ⑰ こ℃ か｀｀ 粛 和 ⑰ こ＼ 私 l土 手伊工 疇 ガ り＼ ｝ 中糸昌 に
詞 t 思、 っこ｛屯した 。

今 I t 芦 翌‘こ｀ ｝ 鴨 亀 に 惹こ 、 日蒻吾 芝危 直 し
如 感 じがは戸Lこ 、 市じ‘い さ人 ℃ 父 ① し人せ恣
ぅれ し い こ‘‘ す 。 沖糸亀 l 2 柔 た tき lね 臼鱈吾 が蒻 加） わが）
琉大 こ‘‘泡 強 は 日本言吾 がわか昨う に 撃 り ま した 。 は じ
先生 の 言も す こ ℃ が 謁 桓） わが） ませ人でしナ → で毛 今 l
き う 上う に か） 主した 。 た‘‘灼‘ } 中糸亀 O LKせ答 と 臼本言吾
［ し ＼ C｀守o

メや／ ］ に し、 る 時 、琉蓋ヲ求 図 琵） 太 を茨 ① パ ：：：／J 支響 尼 作 元 縛 召 L e
ぽけ：： o う中伶亀 じ 栄 ［ かかも 祭 リ 丸を支 ① 緑 習 に さMか しぎぶ菜）太羞皮 ① 粂齊冒 虚迅 し こ
沖糾も人 ① 友 達 が 去 く さ 人 で吝き した 。 こ しこ 沖糸亀① J＼ ① I い がわか 砂う に 町） ま し た 。

~） i --^- ： 



汽糸亀 亡 三 糸泉 覧 習 ぃt：：：：し1 Y... 恩 7 こ しし ま し た か、，、 し て がL只 こ三糸象0 グ ラス に
行く こ ℃ で‘ ぎ 屯 せ 人 で したが、 自 分 乙‘‘ 本 を 貢 元 鱒習 しt：：： り ］姿 ℃‘き 、祭 ＇） 大董 如訊
砂 塁U主した 。 今 It 乞ナこ 、 為 相） L‘‘と汀‘‘じ沢 咄LHtど、 だ‘い た （ ） らく こ 兄 が こ‘‘き ち い に
ば ＼） ま した 。

虞大 て 日本言吾 吃 疱 強 し十□｀` り、 1 口加n 国 0 方 逹 がた＜ 訊 乙‘‘ぎ 屯 じい 校］め
比 言業 が｀ 分がう 鰐 ‘、 且） 言も せ卓訊ご‘した 。 こ‘‘毛 、 少 吋‘‘ク 麟言吾 薩 釦釦こ 8本言善 こ‘

瓢 午 ご 兄 が こ‘‘ぎう 記う じ .,rむ） ま し十＝ か り＼毛 っ ℃ 衣逹 に か） ました 。 芦‘砂 知 I � ラれ い こポ

心／二 亡‘ ノ，じ し 日本言吾 も 母 鴨 L屯Lt::砂、 い つ も 日本言吾 縞 力試験を 受 け たい t
息、 し宅 し た が、 麟‘‘ 日ネ言吾 が じ豆 乳｀｀

べ工力‘』：：： ① む‘ 、 て‘き ませ人て‘‘した 。 沖 糸亀 こ‘‘ 日ホ言吾
給力 言む 易禽 セ 毛 う し 2如 睛、 元人礼 l� 牛靱 を 受 けこ と 言 っ た ltl‘＼ 和 ＼£ 3 級 セ カ ＇虚‘

リ ナ：：ガっ た 麟‘、 3伶笈 を知ti:した 。 t L こ 二‘‘う 力｀＜ す加 ：：：又 が‘ こ‘‘ぎ 求し た 冨‘、 にも ラれ Lい こ‘す o

禾A lい鱈亀 ご 望攣 し こ 、 日本言吾 が 麟噂 にう に 立っ こ 、 、／ 鱈凰 捉 臼詞 ① 文化
O '） 主 した 。 こ に 、 汀噂霞瓜） し人 せき ℃ 芙見 しぐい 二 た く さ人 の 7竺 旦 只 こ‘きこ ＼エiサー

三 疇、 ービ 魯 ぽ｀、文こ 、 『う L 1 プ 心 喜‘�' L じ 怒長寅 が こ‘‘立し ナ：：： 。

ご の こ 喜 、 全部、 財 団 砂 0 習 乍 り しにう がく 竺 人 加たかり 乙｀す 。 こ(f) しょう が
〈 き い を 出 し こ く れた 沖 闘亀 県 国 靡 応冨 人杖 奮 歳 麟 の おガ け‘＼ご 和 詞） か

｀＼

tう こざ ‘ じ 試 しt::.。 ま ナ：： ＼ メ 知／J ⑰ 沖 象亀 県人合毛 糾 せ 料噂鼠 に 留学 さ せ 乙 くわこ 、切）
がとう ご沢 ました 。 そしこ 況中糸亀 ① し囚せき を 、 じ ろ い 万 手1芸 っ こ くれこ蒻） がUう こ‘さ い ま
し た 。 巧応大 の 先生方 に 直木言屠 だ 蒙い、 こ 知 り い、 全試 ＼泣 疇言吾 捻 やか］ にう に 応 こ 、 この
け ホ

゜ ー ト 方 書く こ と が こで き 汀乃 ＇ 、 お ‘) が‘'lう こ‘‘ さ い いしナニ c
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塩 虹譴 祭9) 太 賛 町炉i悲 l 的 太煮皮 ① え 人ぎ を 敦えこ く れ 、紬 0 友

に 北迄 くれ 叫巧 ぅ 蜂亀 応 ℃ を 歓廷＜虹 、 加） が兄ぅ ご‘ぎ‘い き し仁 。 また 、 紬 の

醤 学 を 加叫 L乙 けれた メ知／コ の 家族 も ℃汚 毛 切） が四 哀｀ い 古 方 。 こ の 2 又全訊
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い 臼EKてしたが： 日 本言吾 も や 紅 、 日 本言吾 0 代 し＼ に 英

習 いま した 。 1更糾 てした tt叫
｀

も 、 叙 は 日窟 の 三 世 てi から 、

本言吾 危 習 Y7 t詞耗 I
杞 ℃ 思 7 L 、 ：咆餞 に 久 しぶ、い し） 日 本語

を 学 びに 来ま した 。
夏に な孔 、 兒縄 I 土 本 当 に 累 尤 た [`1 。 て｀｛ 訪 l ‘ 1 も 峙

間 が塩 たら 、 友逹〖 一 緒 に シ毎 へ 直『びに 行主 主した 。 ポ
｀

リ ウ； ァ

海 がな いの て、 シ中縄 に 棗［ う 判 しかっ た 芥 t孔： 〉

潅 l ょ - 畜 ぎ れ い な 潅 だと 墨汀 八打 秘 ば し ‘ つ も 寮の 4
←-l -^ i― = 

げ疇 の 定 ガら かぶら し い

け を 見 て い ま した 。

夏 休社 の 1 月 に 神表川 県 に 行 旦 した 。 ］2 て 包 々 な

して 、 九 ち 2 ち へ氾びに 行ぎ i した 。 1 0 睛 f) - 番 良 か7 た こ

算 、 姉 と 兄 に 2 年 ぶ 斗 に 会 っ た こt t"す。

箇 年 県 〗 留 翠 生 逹 は 東京 で 夏 ℃冬 〇 研修 を 行 い まi 。 秘

比夏 の 研修 に 行 しttよく て 穫念 てしたが、

間 の 行 な改 研修 Iよ 忙 しか？ ， し し 1

し 残 っ た (/) l よ 庭 国＼ て した 。 ど［
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”認｀ 面 的 ‘っ た て［

冬の1木 叶 が終 っ て 、 また 琉大て い

叶判℃
｀
も 今 国 ば 、 2 月 の 日 本言吾 ス ピー

し ． - o 

りが［う ：！

: (!) 一 年 間 留 学 を しい‘ [ 、 色々 な 経 駿 か
.,.

7 

も n 授 が しl

に
→ヽ ペン 、 棗 j

r 滋 - ,

、 平 iへ 、 一～ 曾 ー ｀ 、i 疇 崖

っ し し ＼ ＼ 
c ＂ イー →ぃ”

て

いた。 認 l

も 書 叶 ℃` - ． し o

く の I

い

内 。 ℃寸から せ
｀
7 た い 忘 れません 。 g 本言吾 を 勉 賛 し た し） 、 た＜ ざ

逹 を 作孔 一緒 に 選んだ し） 、 色 々 な 所＼ 行 ］ごl 、 魏 筋 に 氏］

ぃ 、 100 芦 慶 い 留 学 て した 。

最稜 に 叡んな に 慇 言射 した い の Z土 金 城 詞
＂
る お じさ …

` i l) ヽ 那 ヽ ヽ

ヽ ヽ
ヽ

の

3 1  -



し こ 高 1 かと う 旦＂
し ＼ 主 す 。 葛 と 、 秘 ℃ 応し な

‘
っ て く 汽 た 心[
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雇 島 比 ｀ン王ネ

今 回 て
＂

沖 紺亀 に 東 る の は 三 回 目 で ネ t 五年 蘭 両 菊も に
邑 び に 東 ℃ 、 初 虹 こ こ の 親 戚 見 と 会 （ ） ま した ， 二 回 目 l丈
大 坪 酌 、 民 言嵐 ゲ）し ー ア の メ ‘／ ハ＂ — て" cl) の レ コ ー デ＇イ ｀／ ク＂ 空 し
に 釆 ま し た 。 け れ ℃ む 今 回 1文 本 当 の 評 糸亀 の 人 と 同 じ よ ク に
生 活 危 戸 況 に 幻） 定 し t� .

初 昴 ℃ 一 人 ℃" {主 あ‘ 冥 に 応 乙 、 最 初 は 多い し か っ だ ん
℃噂。 アl ＼゜ ー ト に 帰乃 乙 雑 に も 「た た" | ] 定 叫 ℃ 声 も 介 ( t S 礼 丘 <
乙 ざ 叶 し 力‘ っ た で す。 し か し 、 t-.:::.“んだ＇ん 一人 菖 9 し の 生 活 に 「こ れ ℃
ぎ 麦 しに 。 友遵 も 作 っ 乙 、 一 人 乙＂ 住 む 謬 の いい 点 、 も 泌 つ け tJ:.
がら 邑 ご し ま し に 。 ホー ム ‘`/ ッ ワ も 図 tこ げ ℃ ＂ 、 と 礼 が 自 分 の 蒙
危 大 切 l：：： 思 え 己 た 品 の い （ ） 経 駿 た＂ っ ずこ 乙 思 っ 乙 あり 芝 内 。

t 五 年 酌 がう 三 糸皇 だ 習 ぃ 始 昴 定 し た' � プラ ゾlし で は
っ ℃ 汽蠅 尺 紘 だ ＇ lア も 款 っ ℃ 、 沖 縄 県 立 芝 誓

+

� _ ,, 
典 音 秦 を 鶯 ら、＂ の は 傘ム に い こ 文 を 匠 今ャ い／ ゾ び し 化 。

忘 れら礼註 し ） 経 験：

ピけ て は 廷 <
ひ ぎ 介 tこ た＂げ て I
也 の r意 昧 ャ

r
、

に じ℃沿に あ含 ま
深 く 思 ｛ ） 定 し ピ 。
控 縄 の 文化 を

｀ー も
の

の 百 の 詰 ヤ
，，

， ‘
に ℃ の

ユ ‘／ グ リ ー , 1 て＂ ざ: も 囁℃っ て
に 覚 え 乙 あ涅 応 ｝ じ 思、 （ ） 麦 主

少 し ず っ 峯 ふ＂ こ ℃ に し ま し 衣 。

）
 

â
 
多

、
つ
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合 に 岱 5 こ ‘し も 畠 采 ま し た 。 ー 喜 最 初 の 磯 会 は
三 日 に 行 わ れ た 万チ ナ ソ チュ ー 手 弟 和） ティ ー 公 演」 に

し ま し た こじ 乙＂ す。 狐 唱 て＂ 二 佃 尋笑 っ て ぎ4 5い し 支 し た け て
乙＂ 和） ま し た 。 ス タ ッ フ ℃ 拿 加 し 乙 くれ た 先 生 が た ゃ， 歌 手の

言 ん に は 詞］か た く 思 ，， 乙 か｝誌 丸
広大 の 業 内 濱 奏 会 に も 参加 ℃

｀｀
ぎ 乙 、 う れ し が tこ 乙＂ 才

邦 愛 の ー 年 生 じ 三 年 生 の 生 徒 逹 乙 ；寅 奏 しま した 。 夏祁
決 砂 練 習 を し 乙 ． 決 ん ↑エ ℃" ( M ) 算 合 が て＇ぎ 5 よクに か'-0 I;;t＂ リ
ま し た 。 恥 国 に 同 級 生 ℃ も 先 輩 逹 じ も 仲 良 く し 乙 し ） し ）
友 逹 も 作 l) ま し た 。 初 め 乙 舞 台 乙＂ 古 典 音 棗く を 歌 い ま し た 。
喜 ↑乏 ℃い 力 危 合 灼 も 乙 創 作 迂 ん 介 危 款 予 、 踊 っ C ｀ し l 工寅
奏 t`｀ し 旦 坪 縄 の 文 化 も 学 ぷ 若 い 人 見 が 力 も 合わ も 己
の を 見 乙 、 感 動 し ま し たへ こ こ ℃＂ 見 t乙 恥 力 も プラ ・‘/,'Jし に 伝 え
加 ） ℃ 言 う 気 持 も 特 心 、 合 か ら も かん はで砂 と 思 い ま す。

学 内 寮 麦 会 の 日寺 1文 ー 畜 忙 し か た ん こ＂ す. t月 t五
日 に は 父 の 観 威 の

銅
カ ヅ マ ヤ ー " が 京 リ 、 古 典 音 楽 を 瓢 c

参 加 し 主 し た 。 こ の 大 切 社 方 祝 （ ） の 喝 lこ ( J 5 こ じ か船釆 こ
神 縄 に ( ) ℃ rよ が｀っ た 迂 攻 口 ℃ 思 ( 1 ま し te- 。 芸 大 の 友述 じ 二—
人 ℃＇ ま く 間 (t も し も 、 ℃＂ぎ ℃｀ ぎ し ま し 厄 も＂も とく 内ス は＂ っ 乙 九 t
亡 歳 の おば＇点 の 喜 ん だ 頻 を 見 5 た め に 款 ｛ ） ま し た 。

し乙 ；［ 大 祭 の 練 習 も 始 め 定 し た 。 女 の 子這 匂け の
r蒼ダS ザー 杓 じ 言 う グ）し ー フ ゜ ℃＂ 臼中 糸見 民 誌 危 霊だ っ ℃ 二- 8 毛 汀會

し ま し た 。 エ イ サ ー に 毛 品 ま し た 。 し め 太 鼓文 を 元 たから 、
ウ今 ナ ／ヽ チ ュ ー の 気 持 む も） 康 ゲ） 史 した 。 おおも＂ （ ） の 友人建 も
見 lこ 束 乙 ＜ 訊乙 、 じ 乙 も 楽 し が た 。

芸 大 祭 ℃ 同 じ 述り に 翔 索 の 定 期 公 攘 も 行 （ ）
ま し た 。 饒 習 I文 忙 し が tこ け℃＂ し ）ぃ 舞 台 でし た 。 うS 介 た に
も 手 伝 っ て 汝 （ナ＂乙 ｀ 免 闊 見 の パ ー フォ ー マ ゾ ス も 見れも ，
られ し か｀ っ た も貨。

dt t:Lt ん 、 大 夏 ぁ 門 言舌 l こ

tご ） 史 し tこ [ [ [
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も う 一 つ 幻 力‘ っ (

)
 

じ 冬 ィ木 済 に 分 け ℃ 、 l )

簿 外 8 忍 人 協
富 士 山

，， 、 能 本 目、 I9 9 ヽ 品 、 広 瓜4 I' I ヽ 多- ツ `

た 人 ℃ 比 会 心 、 大 皐 た 友 這 も イ仁 フ 乙 、 免
tこL... さん 学 心" tェ か ら ℃ 9 乙 も し） し ） 旅 む｀ した 。 本
這 ℃ お じ＇ 空ん 這 に 屯 会 え 乙 よ が た と 思 い ま

冬 休 渉 l文 茨豆 か っ た け℃＂ 日 光 に 行 っ
ス キ ー を ダ っ 乙 連！ こ ｀｀ し ま し託， 命

に つ り 乙 も
に （ ） る （ ）

(

)
 

国 ↑ヽ っ ヤこ ＼

し〔 鼈

フ

戸）

鬱

日 末 に 乗 : の は 二 回 目 店 ん 乙臼 才 力＂＼
旅 行 を 加 釆 で 、 ク 九 し l ) C" 丸 友這 定 作 召 の 乙 鸞 こ う
の が 払 の 穴 聾 ぎ 貶 趣 味 だ が｀ ら 、 』^） 荒 は 最 高 t0" フ 「こ
思 し l
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この 一 年 間 は 今 ま 乙＂ の 私 の 人 生 て 特 別 及 年 ℃＂ し た 。
一人 ー／｛主 ん こ｀｀ ． 日 本 人 括 性 界 中 の 人 ℃ 紺 会 っ C 、 初刀 祈 ℃ 古典

学 ん て＂ 、 や は ＇） 困 難 1 ま い はい 切） ま し 鳳 し介し、回 難
して 今 ｛し に＂ クク （ ） ！疋 ℃＇ 、 知の 侵 の 崖 束 皐 か 穴皐 だ℃ 思 （ ） ま す。

今 年 の 出 釆 皐 lょ 忘 れ ら れ た I J 経 験 が た＜ ざん 応） 炭 した 。
もの む介 けて 払 l之 人 闇 ℃ し乙 大 き く 記） ま し た／ 。 特 に し ） り 友 逹
を 作 5 こい ℃ ；中 縄 の 交 化 乙 歴 史 も も 丸 知 る こ'l l文 大 切
反 C℃ で｀ した 。 し 介し 、 Cの 学 ぴ l 文 一 年 摺l た＂げで は 足 り 社 （ ） と
厄 う の ガ 、 し ） つ ま 乙蜻 も 沖 縄 の こ℃ も 蒙 ん で 、 プラ ヅJし て＂も 危 喚
を 饒 （ナよ う ℃ 思 っ 乙 い ま す 。 この 虚‘おり たが ） 文 化 じ 歴 史 も
忘 れ が （こ （ ｝ き た、t ， ℃ 庖 っ ℃ d)' l) ま すe

喜 三
‘ヤ 項 以J し． （ ） つ 1定 ° ( ) 苧 心＂ 紀 し た 。

あ世 詰 に 証 っ ℃ ｀ 謀） が℃う こ＂空＂ り ま す 且

／ ＼ ー リ ヌ ― ‘/ ， 、 ラ ヨ ー·•

を ク
／

t X ~,· こべ 9〗
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